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☝ABJウェブサイトでアーカイブ公開中

https://www.abj.or.jp/stopkaizokuban


☞集英社で10年以上、海賊版対策に従事

☞「はるか夢の址」「漫画村」等、海賊版サイト摘発のきっかけとし
て、また告訴人として深く関わる

☞「出版社」だけでなく「著者」「電子書店」「IT・通信事業者」で構成
される海賊版対策の団体、一般社団法人ABJの法務部会長 兼 広
報部会長
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まず、海賊版サイトの実際を
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オンライン型～史上最悪の海賊版サイト「漫画村」を例として

アクセスするだけで、
スマホ、PCの
ブラウザ上で読むこと
ができる

広告枠
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現在、人気のサイト

TOPのホット作品一覧

個別作品の全話リスト 個別作品の各話ページ

作品を選んで
「話」を選ぶ

広告



リーチサイト型（トレントタイプ）

これまでの累計ダウンロード数↑

←1～14巻がひとつのファイルに

1ギガ近いファイ
ルを素早くダウン
ロードできるのが
トレントの利点
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リーチサイト型（サイバーロッカータイプ）

海賊版ファイルはサイ
バーロッカーに置かれ
ている。ファイルがダ
ウンロードされればさ
れるほど、ファイルを
アップした人間に、サ
イバーロッカーからア
フィリエイトが入る仕
組み。広告表示はほと
んどない
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YouTubeやInstagramでも

広告

「いいね！」が欲しい？
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出版物海賊版上位10サイト アクセス数合計の月別変化
（日本国内からのアクセスのみ／月ごとにサイト入れ換えあり）単位＝万

２０２０年４月７日
初の緊急事態宣言

漫画村最盛期のアクセス数を超える

10サイト合計が4億超
漫画村最盛期の４倍

超巨大サイト
漫画BANK閉鎖

新興サイトが次々出現

超巨大２サイト閉鎖

similarweb調べ
単位＝万 （「40000」＝4億）

※集計対象サイトのうち、３サイトは出版物以外の侵害物もあり



出版物海賊版サイト数の概況

2022年7月現在

☞ABJが把握している海賊版サイト数＝約1000サイト（閉鎖されたサイトは含まず）

☞そのうち日本人向け＝約170サイト

☞英語翻訳の海賊版サイト＝約430サイト

☞残りは、各国語に翻訳されたサイト＝約４００サイト

☞言語は、中国語、ベトナム語、ハングル、タイ語、インドネシア語、スペイン語、

フランス語、トルコ語、ポルトガル語、ロシア語、イタリア語など様々



※日本人向け上位サイトのうち試算可能なサイトで
タダ読みされた金額

2020年年間＝約2100億円
2021年年間＝約1兆19億円

（2021年12月単月＝約１１２１億）

※【漫画村】でタダ読みされた金額＝約3200億
（当時の数字／CODA調べ）

※マンガの紙・電子をあわせた正規の市場規模＝6759億円
（2021年度／出版科学研究所調べ）
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継続して実施中の「基本的」な対策
～多大な費用と人的リソースを投入～

☞サイト等への削除要請→集英社では月に20～30万件

☞国内での刑事摘発→「はるか夢の址」「漫画村」（ともに実刑）など多数

☞国内での民事提訴

☞海外での情報開示請求

☞海外での摘発→直近では中国での「漫画BANK」

運営者の行政摘発

☞「STOP! 海賊版キャンペーン」等の啓発活動



現状の問題点

☞運営者も使用されるサービスも、すべてが海外
☞繰り返されるドメインホッピング
☞複数の海賊版サイトにサービスを提供し続ける大手CDN
☞強烈なアダルト系、カジノ系の広告を海賊版サイトに確信犯的に
提供する海外の広告事業者
☞海外の捜査機関を動かす困難さ
☞巨大海賊版サイトが閉鎖になっても、すぐに新規サイトを見つけ
て、短期間に巨大サイトに成長させてしまう海賊版ユーザーの存在
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